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 UAV自律飛行（目視外飛行）により，今後の砂防施設点検に活かすための検討を実施した．

本論文では，UAVによる砂防施設の無人化点検手法を確立させるために実施した，取り組み結

果について報告する. 
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1.  はじめに 

 神通川はその源を川上（カオレ）岳に発し，岐阜県，

富山県の両県にまたがる流域面積2,720km2，幹線流路長

120kmの1級河川である．神通川水系砂防事務所では，

神通川流域の中でも，新猪谷ダムより上流の761km2で

砂防事業を実施している（図-1）．管内には，奥飛騨温

泉郷，北アルプスなどの観光地が存在し，長年にわたる

砂防事業により，土石流などの土砂災害から地域を守り，

地域住民の生活を支え続けている．本稿では，神通川水

系砂防事務所の事業の中でも，平湯川流域白谷で実施し

た，緊急砂防点検に関する取り組みについて報告する． 

 

 

図-1 位置図 

 

2.  白谷におけるUAV活用手法検討の概要 

平湯川支川渓流である白谷（図-2）では，毎年のよう

に土石流が発生しており，土砂移動が顕著な特性を有す

る．白谷砂防堰堤群下流には国道471号線があり，広域

物流の機能確保や土砂移動特性の把握や砂防堰堤の土砂

堆積状況の把握が必要であり，緊急時には白谷上流側へ

車両の進入が困難となる可能性が高い．従って，土石流

発生直後に迅速に土砂移動を把握し，土砂移動特性や施

設効果を評価する手段として，遠隔調査設備である，ド

ローンポートを活用した，緊急砂防点検の手法の検討を

行った． 

 

図-2 白谷の全景 

 



 

 

3.  ドローンポートの選定 

 検討で使用する現地格納装置及びUAV機体の選定を

行った（図-3）．市場に流通している，ドローンポート

の比較検討結果を示す． 

 遠隔飛行時にLTE通信が可能である点，機体・ドロー

ンポートともに防水・防塵性能が高い点，機体のサイズ

が小さい点（1m×1mよりも小規模），価格が情報公開

されいる点，実証実績等を踏まえてDJI DOCK2×Matrice 

3D/3TDを選定した． 

 

4.  ドローンポート設置場所の選定 

 ドローンポートの設置における代表的な条件である，

本体から20°の影響角より上空に電波を遮断する支障物

がない，設置推奨面積を確保することが可能である，電

源及びインターネットの通信環境を確保することが可能

である等の条件から，候補地を3つに絞ることができた

（図-4）． 

 3候補地のうち，立地条件，施工性，経済性，維持管

理性に最も優れた，白谷2号堰堤上流左岸付近をドロー

ンポートの設置場所に選定した． 

 

 

表-1 ドローンポート設置位置選定理由 

表-2 ドローンポート設置位置の写真 



 

 

5.  通信設備の検討 

 緊急時遠隔操作ドローンポートを使用するにあたって

の操作時のイメージを図-3に示す．緊急時遠隔操作ドロ

ーンポートには，通信環境が必要となることから，LTE

通信利用と光ケーブル網利用、スターリンク利用により，

比較検討を行った． 

 実証試験の段階では，光ケーブルの施工が未実施であ

ったこととLTE通信については能登地震の際に使用でき

ない例が存在するため，発災時に安定的に使用可能なス

ターリンクにより，実証試験を行った． 

 

 

図-3 ドローンポートの遠隔操作イメージ 

6.  ドローンポートの実証実験飛行 

(1)  仮想空間上のシミュレーションによる計画立案 

ドローンポート設置後の運用を踏まえて,机上で設定

した飛行ルートの安全性及び課題抽出のための実証実験

飛行を実施した．実証実験については,平湯川支渓流白

谷の仮想空間を作成し,飛行シミュレーションを実施し

た．飛行ルートについては,ウェイポイント飛行につい

て2案,マッピング飛行について2案の計4案について,検

証を行った．結果については,表-3の通りである． 

 

表-3 シミュレーション結果 

 

(2)  実機による実証実験飛行の結果 

 シミュレーション結果を踏まえて,実機によるウェイ

ポイント飛行とマッピング飛行の実証実験を行った．仮

想空間上のシミュレーションの結果により設定したウェ

イポイントを使用した上で，UAVのカメラ方向を調整す

ることで,上流域の状況を取得することが可能であるこ

とを確認した．また,本運用に近い形で実証実験を行う

ためにマッピング飛行により撮影した単写真から,3次元

点群データを作成し,標高差分解析を実施した．差分解

析では,基面データとして別業務により取得した2024年7

月26日にUAVにより撮影したデータを,比較データとし

て,2024年10月8日に実証実験で取得した写真から作成し

た3次元データを使用した．差分解析の結果,白谷の土砂

の変動傾向は上流に位置する白谷第4号砂防堰堤～第6号

砂防堰堤の間は堆積傾向であり,下流区間である,白谷第

1号砂防堰堤～第4号砂防堰堤では侵食傾向であることが

分かった． 

 

(3)  ドローンポートを用いた飛行所用時間について 

 実証試験におけるドローンポートの準備及び飛行時間

を整理した．飛行準備から調査完了までの所用時間

は,141分と準備時間と解析時間は,人が現地に入った場

合と大差がないことが分かった．しかし現地に人を派遣

してUAV撮影を実施する場合,神通川水系砂防事務所から

白谷流域まで片道約40分かかるため，移動を含めると

221分程度の時間がかかることが想定される．そのため,

ドローンポートを用いたUAV撮影では,現地に人を派遣し

てデータを取得する場合と比較して,短時間になること

を確認することが出来た． 

 

7.  今後について 

 これまでに述べた通り,神通川水系砂防事務所ではド

ローンポートを使用した緊急時遠隔飛行点検の実用に向

けた検討を行った．今後は本稿で行った検討結果を基に,

試験フライトを行い,飛行可能な飛行条件を把握しドロ

ーンポート本格運用に向けて,より精度の高いデータを

取得していく予定である． 
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